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劇団風の子（東京都）
劇団風の子関西（京都）・劇団風の子九州（福岡）
劇団風の子東北（福島）・劇団風の子中部（岐阜）

　ぼくは、大きいおりがみのくまと小さいくまが

でてきたから、おやこぐまだとおもった。りすが、

くるみをひとりじめしたから、ずるいなあとおもっ

た。あきがきたころ、きつねのおかあさんがすこ

し大きくなったきつねの子どもをおいだしたから、

ぼくもそういうことを、おかあさんにされたらや

だなぁとおもった。ふゆになって、しかがでたから、

ぼくは、かもしかだとおもった。ぼくはまた風の

子がみたいなあとおもった。

小学校１年生より

　僕は生まれて初めて、劇団というものを見まし

た。どういうものをやるか、とても興味深く、見

ていました。最初の一語ですごいなと思いました。

次々とおもしろいものが出てきました。なかでも

一番おもしろかったのは「タングラム」というも

のです。いろいろな形で浦島太郎をしたのはすご

いと思った。それと、道具を何も使わないでイソッ

プの話をしたのもおもしろかったです。これから

も、もっとおもしろいものを他のみんなに、見せ

てあげて下さい。

中学校３年生より

　簡
素
な
舞
台
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
タ
ン
グ
ラ
ム
、
折
り
紙

で
つ
づ
る
四
季
、
動
き
や
語
り
を
中
心
に
、
人
間
の
体
そ
の

も
の
で
表
現
す
る
方
法
。
私
が
思
っ
て
い
た
「
劇
」
と
い
う

も
の
の
予
想
を
覆
さ
れ
る
作
品
で
し
た
。
テ
レ
ビ
と
違
い
、

子
ど
も
達
と
双
方
向
の
や
り
取
り
の
あ
る
時
間
。
低
学
年
の

子
ど
も
は
引
き
込
ま
れ
、
高
学
年
の
子
ど
も
は
、
劇
の
概
念

の
広
が
り
に
、
新
し
い
認
識
を
持
て
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も

達
は
、
す
ぐ
に
風
の
子
の
表
現
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う

と
、
手
を
使
っ
て
の
表
現
遊
び
、
様
々
な
活
動
が
遊
び
の
中

に
現
れ
た
の
に
は
、
子
ど
も
の
感
覚
の
鋭
さ
と
風
の
子
の
影

響
の
強
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
分
業
的
な
劇
の
作
り
方
だ
け

で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
互
い
に
こ
な
し
な
が
ら
進

め
て
行
く
劇
、
開
か
れ
た
舞
台
裏
に
子
ど
も
達
の
興
味
は
深

ま
り
、
劇
発
表
へ
の
期
待
、
意
欲
を
持
て
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

札
幌
・
小
学
校
教
諭

ら
か
生
先

　「かぜのこひろば」は1982年、風の子の地方班第一
号として発足したとき、初めて作った作品です。北海道
から発信するならどんな作品がいいか考え、北海道の自
然を表現したい、と試みた最初の表現です。
　さかのぼること1950年、戦後の大きな社会変化の中
で生まれた風の子は、「自分の目で物を見、自分の頭で
考える子ども」ということを大切にしてきました。そこ
で、劇の素材を子ども達の身近なものにし、想像力を
使って主体的に観ることのできる作品にしています。
　2020年から続いた新型コロナウイルスによる影響
は、風の子75年の歩みの中でも初めての出来事でし
た。毎日の公演が中止になり、子どもたちと出会えない
日々が続きました。そんな中、「やっぱり子ども達に生
の劇を見せるのは必要だ！」と、改めて学校の先生方や
地域の方から声が寄せられるようになりました。大人が
なんとか対策して子どもに見せようと、みんなで知恵を
出し合い公演を作るようになりました。
　そんな体験を経て、風の子北海道は、手とからだ、子
どもに身近なものと楽器の表現に立ち返り、子どものい
るとこあちこちに「ひろば」を作りたいと、40年ぶり
の再演です。

風の子の仲間たちは全国に拠点を持っています

劇
団
風
の
子
北
海
道
作
品
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　バイオリン、ビオラ、チェロ、リコーダー、フルート、クラリネッ

ト、アコーディオン、ギター、ティンパニー、鉄琴、木琴などなど、

いろんな楽器のいろんな音が合わさって、お話の世界が広がり

ます。レパートリーの中から２～３つのお話を届けます。

制作　植村直己
　私は子ども時代、日常の中でいつもワクワク
ドキドキすることが必要でした。今の子ども達
も、いつもワクワクドキドキの種を探している
と思います。そして子どもは「あそび」を通し
て「人」と出会っている、と思います。
　「人って楽しい！」「人って面白い！」
この人間（子ども）が放つエネルギーこそ、人
間が社会的動物と言われる根源であり、人間の
暮らしを豊かにしていくものだと私は思います。
　今回の劇表現は、このニンゲンエネルギーの
魅力を徹底的に追及した作品です。
　好奇心の塊のような子ども達と、大人たちが
つながる場所が学校だったり地域だったりする
のだとしたら、その場所にひろばをつくりたい！
　子どもと大人の天然発光でピカピカ光る「か
ぜのこひろば」を一緒に作りましょう！

　み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、
風
の
子
北
海
道
の
仲
間

た
ち
が
や
っ
て
来
ま
す
。
木
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
ビ
ー

玉
を
入
れ
る
と
・
・
・
コ
ロ
ン
、
コ
ロ
リ
ン
、
コ
ロ

コ
ロ
リ
ン
、
ふ
し
ぎ
な
音
が
う
ま
れ
ま
す
。

　さ
あ
さ
あ
、
か
ぜ
の
こ
ひ
ろ
ば
が
始
ま
る
よ
！

　手
が
動
い
た
ら
、
次
は
身
体
を

使
っ
て
げ
き
あ
そ
び
。
イ
ソ
ッ
プ
物

語
の
中
か
ら
「
キ
ツ
ネ
の
演
説
」
を
、

衣
装
も
大
道
具
も
使
わ
ず
に
や
っ
て

み
ま
す
。
ぬ
い
ぐ
る
み
や
お
面
を
つ

け
な
く
て
も
、
キ
ツ
ネ
や
お
お
か
み

に
み
え
る
か
な
？
大
道
具
が
な
く
て

も
森
や
林
が
み
え
る
か
な
？

　折
り
紙
を
折
る
の
も
面
白
い
け
ど
、
で
き
た
折
り
紙
を
動
か
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
よ
。

　春
を
迎
え
て
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
動
物
の
子
ど
も
た
ち
、
短
い
夏
を
せ
い
い
っ

ぱ
い
飛
び
回
り
、
秋
の
実
り
を
い
っ
ぱ
い
た
く
わ
え
て
、
厳
し
い
冬
を
迎
え

る
北
国
の
動
物
た
ち
。

　折
り
紙
で
動
物
た
ち
を
い
っ
ぱ
い
折
っ
て
、
北
海
道
に
す
む
動
物
た
ち
の

四
季
を
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

劇団風の子北海道公演

■ 『もじゃもじゃぼうや』（ビオラ語り） ■ 『おじさんのかさ』（チェロ語り）

■ 『コオロギ』（ウクレレ語り） ■ 『大砲ドドン』（ギター語り）

■ 『きりなしばなし』（バイオリン語り） など

『みんなのひろば』
～生きるってすばらしい！～

　顔を洗うのも手を洗うのも大嫌いなもじゃ

もじゃぼうや。ある朝、ぼうやのシャツやズ

ボンが逃げ出した。急いで追いかけると今度

は、ほうきやモップがぼうやを追いかける！

スピード感いっぱいの元気なお話。

『もじゃもじゃぼうや』（ビオラ語り）

　ガマガエルの王様が、「となりの国をやっ

つけろ！大砲をぶっぱなせ！」とひどい命令

を出しました。けらいのアマガエルたちは

困った、困った。みんなで知恵をしぼって、

うかんだ、いい考え。おかげで隣の国のカエ

ルたちは大喜び。さてさてどんな考えかな。

『大砲ドドン』（ギター語り）

手遊び・げき遊び
タングラム

おりがみで「森の四季」
おはなしコンサート

「かぜのこひろば」

構成

　最
初
は
手
遊
び
。
遊
ぶ
に
も
学
ぶ

に
も
、
仕
事
を
す
る
に
も
、
ま
ず
手

を
よ
く
動
か
し
て
か
ら
。
み
ん
な
一

緒
に
手
を
動
か
し
た
り
手
で
遊
ん
で

み
よ
う
よ
。
あ
ん
が
い
動
か
な
く
て

び
っ
く
り
し
た
り
、
ゆ
か
い
な
形
が

で
き
た
り
す
る
よ
。

　タ
ン
グ
ラ
ム
は
、
む
か
し
中
国
の

タ
ン
と
い
う
人
が
考
え
て
つ
く
っ
た

遊
び
。
正
方
形
を
七
つ
の
三
角
や
四

角
に
切
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ

せ
て
形
を
作
り
ま
す
。

　大
き
な
三
角
や
四
角
が
く
っ
つ
い

た
り
は
な
れ
た
り
。
ど
ん
な
形
が
で

き
る
か
な
？




